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(57)【要約】
本発明は、液体還元剤のタンク２、排ガス処理装置３に
液体還元剤を分配するインジェクタ８、内燃機関９、タ
ンク２からインジェクタ８まで延びる還元剤ライン７を
有する還元剤の搬送装置１の作動方法に関する。タンク
２からインジェクタ８まで還元剤を搬送するポンプ６と
、圧力センサ１０が還元剤ライン７に配置される。方法
は以下のステップを含む：ポンプ６により達成可能な搬
送装置１へのインジェクタ８の適切な供給圧力を決定す
るステップ；決定した注入量と達成できる供給圧力から
インジェクタ開放時間を算出するステップ；算出したイ
ンジェクタ開放時間でインジェクタ８を開放するステッ
プ。所定の時点で実行されるガス抜き手順は以下のステ
ップを含む：搬送装置の圧力搬送容量特性曲線の実際の
増加を決定するステップ；決定した増加を目標増加と比
較することで気泡量を算出するステップ；インジェクタ
８を通して搬送容量を搬送するステップ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体還元剤のためのタンク（２）、内燃機関（９）の排ガス処理装置（３）に前記液体
還元剤を供給するためのインジェクタ（８）、ならびに、前記タンク（２）から前記イン
ジェクタ（８）まで延びて、前記タンク（２）から前記インジェクタ（８）まで送給方向
（２３）に還元剤を送給するための少なくとも１つのポンプ（６）、および少なくとも１
つの圧力センサ（１０）が配置される還元剤ライン（７）、を有する還元剤のための送給
装置（１）を作動する方法であって、前記方法は：
　ａ）前記ポンプ（６）によって適切かつ達成可能な前記送給装置（１）の前記インジェ
クタ（８）のための供給圧力を決定して、提供するステップ；
　ｂ）定義済み噴射量および前記達成可能な供給圧力からインジェクタ開放時間を算出す
るステップ；および、
　ｃ）前記算出したインジェクタ開放時間中前記インジェクタ（８）を開放するステップ
；を少なくとも含み、
　所定の時点で、
　ｉ）前記送給装置の圧力／送給量特性の実際の傾斜を決定するステップ；
　ｉｉ）前記決定された傾斜を目標傾斜と比較することによって気泡量を算出するステッ
プ；および、
　ｉｉｉ）ステップｉｉ）において算出された前記気泡量が最大許容気泡量よりも大きい
場合、前記インジェクタ（８）を通して送給量を送給するステップ；
を少なくとも含む空気除去手順が実行される、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのポンプ（６）は、パルス化された方法で作動するポンプ（６）で
あり、前記ポンプ（６）内の気泡は、単一のポンプストロークと関係することがありえる
少なくとも１つの圧力信号を検出して、評価するために、少なくとも１つの圧力センサ（
１０）を用いてステップａ）において検出される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップｂ）、ｃ）がステップａ）よりも頻繁に繰り返される、請求項１または２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記ポンプ（６）は、パルス化された方法で作動して、少なくともステップｉｉｉ）に
おいて、最大送給ストロークで、または規則的な作動に対して減少した頻度で作動される
ポンプ（６）である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　ステップｉ）～ｉｉ）は、ステップｉ）において決定される傾斜と理論的な傾斜とがほ
ぼ等しくなるまで、前記空気除去手順の一部として連続して数回繰り返される、請求項１
～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　ステップｉｉｉ）において送給される送給量は、ステップｉｉ）において算出される気
泡量よりも少ない、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　以下の状況のうちの少なくとも１つがこれのすぐ前にある場合、前記空気除去手順はス
テップｉ）～ｉｉｉ）によって実行される請求項１～６のいずれか１項に記載の方法：
　前記送給装置（１）の最初の始動；
　前記送給装置（１）の前記タンク（２）の充填；
　自動車両（４）は傾斜して進行していて、一方前記タンク（２）の充填レベル（１１）
は閾値の下にある；および、
　前記送給装置（１）の還元剤フィルタ（５）の交換、および、
　凍結プロセス後の再始動。
【請求項８】
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　内燃機関（９）、排ガス処理装置（３）および還元剤のための送給装置（１）を有する
自動車両（４）であって、前記送給装置（１）は、前記排ガス処理装置（３）に向けて還
元剤を出力するように設計されて、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法を実施する
ために設けられるコントローラ（２４）を有する、自動車両（４）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、還元剤の送給装置の作動方法に関する。特に、本発明は、戻りライン（管路
）のない還元剤の送給装置の作動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関からの排ガスは、環境への放出が望ましくない物質を一般に含む。多くの国に
おいて、例えば、内燃機関からの排ガスは、特定の制限までのみ窒素酸化物（ＮＯｘ）を
含むことができる。内燃機関にとって最も適切な作動ポイントを選択することによって窒
素酸化物の放出を減らすことが可能なエンジン内部の対策はさておき、窒素酸化物の放出
をさらに減らすことが可能な後処理方法は、確立されている。
【０００３】
　窒素酸化物の放出をさらに減らすことを達成する１つの可能性は、「選択接触還元」（
ＳＣＲ）である。この場合、窒素酸化物は、還元剤を用いて窒素分子（Ｎ２）に選択的に
還元される。１つの可能な還元剤は、アンモニア（ＮＨ３）である。しかしながら、アン
モニアは、アンモニアの形でしばしば格納されない。しかしその代わりに、必要なときに
アンモニアに転換されることが可能なアンモニア前駆体が格納される。用語「還元剤前駆
体」が使われる。自動車両において使用することができる１つの重要な潜在的還元剤前駆
体は、尿素（（ＮＨ２）２ＣＯ）である。尿素は、水性尿素／水溶液の形で、好ましくは
格納される。尿素および、特に水性尿素溶液は、健康に無害であり、流通、格納および計
量が容易である。３２．５％の尿素量を有するこの種の水性尿素溶液は、商品名「ＡｄＢ
ｌｕｅ」で市場に出される。
【０００４】
　水性尿素溶液は、通常、自動車両におけるタンクシステム内に支持されて、ポンプおよ
びインジェクタを含むインジェクションシステムによって、部分的に排気システムの内部
へ計量して導入される。
【０００５】
　還元剤をタンクシステムから排気システムへ送給するための従来公知の送給装置は、タ
ンクシステムから排気システムへ向かう送給ライン（管路）を有する。加えて、ポンプの
上流側において送給ラインから分岐してタンクに戻る戻りライン（管路）は、設けられる
。一方で、この戻りラインの理由は、この種の戻りラインによって還元剤の循環を可能に
することであり、これにより、送給装置が還元剤で効率よく満たされることを可能にして
、気泡（ａｉｒ　ｂｕｂｂｌｅ）が送給装置から外へ運ばれることができる。他方で、還
元剤が凍結するとき、送給ラインの圧力送給は戻りラインによって達成されることができ
る。
【０００６】
　送給ラインのための新規な、よりフレキシブルな材料のせいで、凍結にともなう氷圧の
ための戻りラインは、もはや絶対に重要ではない。しかしながら、戻りラインが還元剤の
循環によって空気を除去する必要がまだあり、これにより、気泡が送給装置から外へ運ば
れることを可能にする。概して、排ガス処理装置に還元剤を供給するためのインジェクタ
で利用可能な還元剤が存在することを確実にするために、送給装置において気泡を回避す
ることは重要である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　この従来技術から出発して、本発明の目的は、従来技術と関連して説明される技術的課
題を緩和することである。特に、目的は、排ガス処理装置に対する還元剤の適切な供給が
確実になされ得るというような方法で、送給装置が戻りラインなしで作動されることがで
きる方法を開示することである。
【０００８】
　これらの目的は、請求項１の特徴による方法によって達成される。方法のさらに有利な
実施形態は、従属請求項と言われる請求項において示される。請求項において個々に存在
する特徴は、任意の技術的に意味のある方法で組み合わされることができ、そして、本発
明の追加的な異型実施形態を生じさせる記載からの説明的な材料によって補充されること
ができる。
【０００９】
　本発明による方法は、液体還元剤のためのタンク、排ガス処理装置に液体還元剤を供給
するためのインジェクタ、内燃機関、ならびに、タンクからインジェクタまで延びて、タ
ンクからインジェクタまで送給方向に還元剤を送給するための少なくとも１つのポンプ、
および少なくとも１つの圧力センサが配置される還元剤ライン、を有する還元剤のための
送給装置を作動する方法であって、この方法は：
　ａ）ポンプによって適切かつ達成可能な送給装置のインジェクタのための供給圧力を決
定して、提供するステップ；
　ｂ）定義済み噴射量および達成可能な供給圧力からインジェクタ開放時間を算出するス
テップ；および、
　ｃ）算出したインジェクタ開放時間中インジェクタを開放するステップ；を少なくとも
含み、
　所定の時点で、
　ｉ）送給装置の圧力／送給量特性の実際の傾斜（ｓｌｏｐｅ）を決定するステップ；
　ｉｉ）決定された傾斜（ｓｌｏｐｅ）を目標傾斜（ｓｌｏｐｅ）と比較することによっ
て気泡量を算出するステップ；および、
　ｉｉｉ）ステップｉｉ）において算出された気泡量が最大許容気泡量よりも大きい場合
、インジェクタを通して送給量を送給するステップ；
を少なくとも含む空気除去手順が実行される、方法である。
【００１０】
　本発明による方法の文脈の範囲内で、「還元剤」は、一方では、「液体」還元剤（特に
アンモニア）および／または（液体）還元剤前駆体（特に尿素または水性尿素溶液）に関
連する。
【００１１】
　本発明による方法は、送給装置が戻りラインを有しなくて、還元剤の送給がタンクから
インジェクタへの一方向のみにおいて可能である場合、送給装置に含まれる気泡（ａｉｒ
　ｂｕｂｂｌｅ）はインジェクタを介して放出されることができるだけであるという考慮
に基づく。このようにして、気泡は、内燃機関の排気システムへと移動する。
【００１２】
　この種の送給装置がタンクからインジェクタへの送給方向による一方向のみにおいて作
動されるという事実は、例えば、好適なポンプが、所定のポンプ送出方向だけを許容する
自動開閉バルブを一般に備えるという事実に起因する。
【００１３】
　本発明による方法については、目的は、一方では、インジェクタを通して送給装置から
気泡を排出して、他方では、このプロセス中に還元剤の最小限の可能な損失を確実にする
ことである。しかしながら、排ガス処理装置への特定レベルの還元剤の損失は、本発明に
よる方法の文脈の範囲内で許容される。
【００１４】
　本発明による方法は、方法ステップａ）～ｃ）を含む「規則的な作動モード」、および
方法ステップｉ）～ｉｉｉ）を含む空気除去手順、を含む。空気除去手順は、送給装置か
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ら排気システムまでの還元剤の損失としばしば関係する。したがって、規則的な作動モー
ドを崩壊させる気泡が確認される場合にだけ、空気除去手順は実行されなければならない
。ステップａ）～ｃ）による送給装置の規則的な作動モードは、送給装置に気泡があると
きでも、少なくとも特定の状況下でそれが空気除去手順を開始することなく実施されるこ
とができるというような方法で、実施される。
【００１５】
　基本的に、送給装置の吸入ゾーンにおよび／または送給装置のポンプの領域に気泡があ
る場合、ステップａ）～ｃ）の規則的な作動モードは空気除去なしに維持されることがで
きると述べられることができる。ポンプの下流（ポンプとインジェクタとの間）の送給装
置に気泡がある場合、ステップｉ）～ｉｉｉ）による空気除去手順は実行されなければな
らないだけである。なぜなら、その後、インジェクタで利用可能な還元剤がないという危
険があるからである。
【００１６】
　方法ステップａ）～ｃ）およびｉ）～ｉｉｉ）は、後でさらに詳細に説明される。ステ
ップａ）において、達成可能な供給圧力は決定されて、ポンプによってインジェクタのた
めに利用可能にされる。パルス化された方法で作動するポンプは、内部に気泡があるとき
、通常の供給圧力に対して減少した供給圧力だけを達成することができる。これは、ポン
プのポンプチャンバの中の最小容積に対するポンプのポンプチャンバの中の最大容積の比
率に起因する。これは、ポンプ内に気泡があるとき、ポンプによって流体が実際に送給さ
れる前にまず気泡が圧縮されるという事実のためである。気泡が特定のサイズを上回ると
き、ポンプは特定の圧力を発生することがもはやできない。所定の供給圧力を提供するポ
ンプの性能は、したがって、ステップａ）において点検される。供給圧力は、ポンプがそ
れを達成することができるように、そして同時に、ポンプがまだ重要な送給能力も有する
ように定義される。概して、適切な供給圧力は、ポンプの最大達成可能な送出圧力を１０
％、好ましくは２０％、そして特に好ましくは５０％下回るものとして定義される。この
ようにして、気泡の圧縮のせいで廃熱だけを発生するポンプなしに送給装置とともに加圧
還元剤の十分効果的な供給を確実にすることは、可能である。
【００１７】
　これに続いて、ステップｂ）において、定義済み噴射量および適切または達成可能な供
給圧力からインジェクタ開放時間の算出がなされる。適切な場合、インジェクタの電気的
活性化のための利用可能な開放電圧および／または、システムのおよび／または還元剤の
温度は、ステップｂ）において考慮に加えられることができる。利用可能な（電気的）開
放電圧は、インジェクタをどの程度におよび／またはどれくらい速く開放するか決定して
、したがって、供給される還元剤の量のサイズに影響を及ぼす。システムのおよび／また
は還元剤の温度は、例えば、還元剤の粘性および／または量に影響を及ぼす。温度は、し
たがって、供給される還元剤の量にも影響を及ぼす。概して、インジェクタの開放時間は
、インジェクタによって排ガス処理装置に供給される還元剤の量を決定する。供給される
還元剤の量とインジェクタの開放時間との関係は、送給装置のインジェクタの背後で優勢
な供給圧力にとりわけ依存する方法で、変化する。この理由で、ステップａ）において決
定される利用可能な供給圧力は、適切なインジェクタ開放時間の算出の考慮に入れられな
ければならない。
【００１８】
　ステップｃ）において、インジェクタは、その後、排ガス処理装置に注入される還元剤
の必要な量を供給するために、算出されたインジェクタ開放時間中、開放される。
【００１９】
　所定の時点で、ステップｉ）～ｉｉｉ）を含む空気除去手順は、実行される。例えば、
規則的な作動モードの中の方法ステップａ）～ｃ）の各発生のための適切な所定の時点は
、ありえる。
【００２０】
　この目的のために、圧力／送給量特性の傾斜は、ステップｉ）において最初に決定され
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る。概して、送給装置は特定の弾性を有する。そしてそれは、ラインのおよび個々のコン
ポーネントの弾性に起因する。この理由で、ポンプが閉じたインジェクタとともに還元剤
の特定の量を送給するとき、送給装置内の圧力に特定の増加がある。送給装置内のポンプ
とインジェクタとの間に気泡がある場合、それは弾性があるコンポーネントのように作用
する。この理由で、送給装置内のポンプとインジェクタとの間に気泡がある場合、送給装
置の圧力／送給量特性の増加は減少する。それは正確にこの傾斜である。そしてそれは、
気泡に依存して、ステップｉ）において決定される。ここで、圧力／送給量特性の傾斜の
測定は、実際の状況の簡略化のみである。圧力と送給量との関係に関しては、気泡のサイ
ズに加えて、クロス干渉の他の出所がある。そしてそれは、いかなる気泡のサイズも特に
高い精度によって決定されることができるように、同様に都合よく知られていなければな
らない。例えば、インジェクタの開放時間は、これらの影響の１つである。温度に影響を
受ける還元剤の粘性および量のせいで、送給量は、同じ圧力および同じ気泡量に対して短
い開放時間の場合よりも長い開放時間の場合に多くてもよい。他の有利な可能性（圧力／
量特性の傾斜の代わりに適切な場合）は、したがって、気泡量、圧力および送給量、およ
び発生するクロス干渉の任意の出所間の関係を表す多次元の特性マップにおける勾配（ｇ
ｒａｄｉｅｎｔ）を決定することである。ステップｉｉ）において、気泡量の算出はその
後、ステップｉ）において決定された実際の傾斜と、送給装置の圧力／送給量特性の目標
傾斜とを比較することによって実行される。そしてそれは、送給装置のラインの弾性から
生じる。この気泡量に基づいて、送給量はその後特定される、そしてこれは、気泡が送給
装置から完全に排出されおよび／またはサイズにおいて少なくとも著しく減少することを
確実にするために、空気除去手順の一部としてインジェクタによって送給される。この送
給量は、ステップｉｉｉ）においてインジェクタによって送給される。ステップａ）～ｃ
）による規則的な作動モードを著しく崩壊させることができない気泡量がステップｉｉ）
において算出される場合、いかなる送給量もステップｉｉｉ）においてインジェクタによ
って送給される必要がない。したがって、ステップｉｉ）において算出される気泡量が最
大許容気泡量よりも大きくない場合、インジェクタによるいかなる送給の必要性も、イン
ジェクタの開放の必要性もない。
【００２１】
　本発明による方法に関して、ステップｉｉｉ）中の排ガス処理装置への還元剤の不必要
な送給は、この還元剤のための経費を引き起こすので不利であるにもかかわらず、それが
排ガス処理の品質に影響を及ぼさないとも一般に指摘されなければならない。概して、排
ガス処理装置は、還元剤が逃げるのを防止する「ブロッキング触媒」として知られる触媒
を有するので、還元剤が排ガス処理装置から逃げることも不可能である。そして、前記触
媒は、排ガスの流れ方向において他の排ガス処理コンポーネントの下流に排ガス処理シス
テムを切り離して、還元剤の過剰な触媒作用を及ぼし、したがって、還元剤が内燃機関の
排気システムから逃げる可能性をなくす。
【００２２】
　対照的に、ステップａ）～ｃ）中の規則的な作動モードにおける排ガス処理装置に対す
るあまりに少ない還元剤の供給は、これが環境へと逃げるために現在の排気標準にしたが
って減少していなければならない汚染物質を可能にするので、問題を含む。
【００２３】
　少なくとも１つのポンプがパルス化された方法で作動するポンプであり、そして、ポン
プ内の気泡が、単一のポンプストロークと関係することがありえる少なくとも１つの圧力
信号を検出して、評価するために、少なくとも１つの圧力センサを用いてステップａ）に
おいて検出される場合、本発明による方法は特に有利である。
【００２４】
　パルス化された方法で作動するポンプのパルス化された（断続的なまたはストロークタ
イプの）送給移動のせいで、送出ストロークは規則的に圧力パルスを発生する。そしてそ
れは、ポンプから始まり、送給装置を通して広がる。この圧力パルスは、送給装置におけ
る下流の圧力センサによって検出されることができて、記録されることができる。その結
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果、圧力センサでの圧力信号の測定は、相当に正確でなければならなくて、一般的な供給
圧力を検出するために必要であるよりも短い時間間隔で起こらなければならない。しかし
ながら、ポンプ内に気泡があるかどうか、そしてそれがどれくらい大きいか検出すること
は、圧力パルスのこの種の評価によって可能である。これは、気泡がポンプ内において弾
性がある容積のような作用をするという事実に起因する。そしてこれは、ポンプの鋭く上
昇する圧力パルスの形成を防止するのにすでに十分である。換言すれば、これによって、
ポンプ内の気泡と還元剤ラインにおいてポンプの上流または下流にある気泡との間の区別
が、圧力センサでなされることができる。例えば、圧力パルスに起因する圧力上昇および
／または圧力降下はすべて浸漬容器（ｓｔｅｅｐｅｒ）であり、そして、より小さいもの
はポンプ内に含まれる気泡である。これは、ステップａ）において気泡のサイズを決定す
るために用いることができる。
【００２５】
　パルス化された方法で作動するポンプの場合、ポンプチャンバの容積は規則的間隔で増
減する。ポンプチャンバは、送給流体のための入口および入口と分離した出口を有する。
入口および出口は、各々バルブを備える。送給流体は入口を通ってポンプチャンバに入る
ことができるだけであり、そして送給流体は出口を通ってポンプチャンバを去ることがで
きるだけであるので、これらのバルブはポンプによる送給方向を決定する。ポンプチャン
バの容積が減少するとき、送給流体はしたがって出口から出てくる。他方で、ポンプチャ
ンバの容積が増加するとき、送給流体は入口を通って吸い込まれる。
【００２６】
　パルス化された方法で作動する頻繁に使われるポンプは、例えば、ピストンポンプまた
はダイアフラムポンプである。ピストンポンプの場合、ポンプチャンバまたはポンプチャ
ンバの壁は、ポンプピストンによって部分的に形成される。ポンプピストンが移動すると
き、ポンプチャンバの容積は変化する。ポンプピストンは、電気機械的にしばしば駆動さ
れる。この場合、電気コイルは、ポンプピストンを偏らせる磁力を発生する。ダイアフラ
ムポンプの場合、ポンプチャンバまたはポンプチャンバの壁は、可動のダイアフラムによ
って部分的に形成される。ダイアフラムは、ポンプチャンバへと移動することができて、
そのプロセスにおいて容積を変えることができる。ダイアフラムを動かすためにさまざま
な概念は知られている。「ピストン型ダイアフラムポンプ」の場合、ピストンの移動は、
付加的な作業流体によってダイアフラムに伝達される。ここで、ピストンは、通常のピス
トンポンプと同じように正確に駆動されることができる。機械的に偏向するダイアフラム
ポンプの場合、ダイアフラムは、機械的手段によって直接駆動される。これは、例えば、
コネクティングロッドを介してダイアフラムに係合して、ダイアフラムを動かし、そして
ポンプチャンバのサイズを一定の間隔で増減させる偏心器によって達成されることができ
る。
【００２７】
　ステップｂ）、ｃ）がステップａ）よりも頻繁に繰り返される場合、本発明による方法
はさらに有利である。この方法のステップａ）において検出されるポンプ内の気泡は、通
常、あまり急速に減少することはできない。これは、気泡がポンプチャンバ内の毛管力の
せいで少なくとも部分的に保持されるという事実に起因する。それは、比較的長時間にわ
たって連続的に減少することがありえるだけである。しかしながら、ステップａ）は容量
（ｃａｐａｃｉｔｙ）を計算することを必要として、したがって、ステップａ）をステッ
プｂ）、ｃ）よりもしばしば少なく実施することは意味をなす。そしてそれは、規則的な
作動モードのために、そして排ガス処理装置に還元剤を供給するために必要である。例え
ば、最大でステップｂ）、ｃ）が実施される５回毎にステップａ）は実施されることがで
きる。
【００２８】
　ポンプが、パルス化された方法で作動して、少なくともステップｉｉｉ）において、最
大送給ストロークで、または規則的な作動モードに対して減少した頻度で作動されるポン
プである場合、この方法はまた有利である。パルス化された方法で作動するポンプにとっ
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て、空気を送給することは、通常、すでに説明されたように問題を含む。最大送給ストロ
ークおよび低い送給頻度では、空気を送給する条件はまだ理想的である。この理由で、ス
テップｉｉｉ）にとって、正確にかつ可能に利用される最大送給ストロークであるポンプ
の作動モードを選択することは価値がある。そして、同時に、動作は減少した頻度で起こ
る。
【００２９】
　ステップｉ）において決定される実際の傾斜と目標傾斜とがステップｉｉ）においてほ
ぼ等しくなるまで、ステップｉ）～ｉｉｉ）が空気除去手順の一部として連続して数回繰
り返される場合、方法はまた有利である。このようにして、気泡が送給装置から外へ確実
に搬送されて、そして、還元剤が空気除去手順の完了後にインジェクタで利用できること
を確実にすることは、可能である。
【００３０】
　ステップｉｉｉ）において送給される送給量がステップｉｉ）において算出される気泡
量よりも少ない場合、方法はさらに有利である。ステップｉｉｉ）において送給される送
給量は、算出される気泡量の最大８０％、特に最大９０％、特に好ましくは最大９５％で
ありえる。このようにして、空気除去手順による還元剤の損失が過剰でないことを確実に
することは、可能である。加えて、空気除去手順のステップｉ）～ｉｉｉ）が連続して数
回繰り返される場合、ステップｉ）における圧力／送給量特性の実際の傾斜は、圧力／送
給量特性の（理論的な）目標傾斜に接近することができ、したがって、一方では、気泡が
送給装置から外へ完全に搬送されることを確実にして、同時に、還元剤の最小限の損失が
発生することを確実にする。
【００３１】
　以下の状況のうちの少なくとも１つがこれのすぐ前にある場合、空気除去手順がステッ
プｉ）～ｉｉｉ）によって実行されるときに、本発明による方法はまた有利である：
　送給装置の最初の始動；
　送給装置のタンクの充填；
　自動車両が傾斜して進行していて、タンクの充填レベルは閾値の下にある；
　送給装置の還元剤フィルタの交換、および、
　凍結プロセス後の再始動。
【００３２】
　ここに挙げられるすべてのこれらの状態に対する共通点は、タンクにおける送給装置の
吸入管が還元剤から現れてもよく、これにより、空気が送給装置に入り得る危険性がある
という事実である。これらの状態のうちの１つが以前にあった場合、方法ステップｉ）～
ｉｉｉ）を自動的に始めることは、したがって価値がある。これは、空気除去手順を起動
させることの代わりとして、またはそれに加えて、所定の時点で起こることができる。
【００３３】
　送給装置の最初の始動は、送給方向が初めて還元剤を送給するために用いられるときの
状態である。再充填プロセスが同様にシステムの圧力変動および開放に結果としてなるこ
とがありえるので、空気除去手順はタンクの（各）充填後も有用である。これは、送給装
置のコンポーネントの修理または置換（例えば還元剤フィルタの交換をする時）に対応す
る方法にあてはまる。送給装置が（予定された）位置から逸脱する場合、例えば（自動車
両が傾斜して進行するときに起こってよい種類の）上方または下方へ傾斜した位置の場合
、特にタンクがすでに比較的大量の空気を含んで空気除去手順を実行することが価値があ
ってよい場合、システムにおける新規な気泡の危険度も増加する。加えて、クローズドシ
ステムの場合でさえ、還元剤の凝集状態の変化が（送給装置のさまざまな位置で）発生す
る場合、例えば還元剤が少なくとも部分的に凍結して、その結果再び解凍した後に、送給
装置が再開することに続く場合、危険度は増加してよい。
【００３４】
　また、本発明に適合することは、内燃機関、排ガス処理装置および還元剤の送給装置を
有し、送給装置は排ガス処理装置に向けて還元剤を供給するように設計され、そして本発
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明による方法を実施するために設けられるコントローラを備える、自動車両である。本発
明による方法は、排ガスを発生する他の（静止）機械において使用されることもできる。
建設機械または発電機は、ここで挙げられてよい実施例の１つである。この目的のために
、送給装置はインジェクタを含むこともできて、それによって還元剤は、排ガス処理装置
（例えば、ＳＣＲ触媒コンバータおよび／または加水分解タイプの触媒コンバータおよび
／または（触媒的に被覆された）粒子セパレータおよび／または混合エレメント）の手前
の排気ラインに液体状態において加えられることができる。このコントローラは、独立し
たコントロールデバイスに、または、自動車両のエンジンコントローラの範囲内のいずれ
かに存在してよい。そして後者は、適切な場合、適切なセンサ等に接続してもよい。この
目的のために、この方法は、適切なソフトウェアで実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
　本発明および技術的な文脈は、図を参照して以下にさらに詳細に説明される。図は特に
好適な実施形態を示すが、本発明はそれに限定されない。図および特に示されるプロポー
ションは概略的なだけであるという事実に、注意はさらにひかれなければならない。
【図１】図１は、本発明による送給装置を有する自動車両を示す。
【図２】図２は、パルス化された方法で作動するポンプを示す。
【図３】図３は、本発明による方法の概略的工程線図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１は、排ガス処理装置３を有する内燃機関９および本発明による送給装置１を有する
自動車両４を示す。本発明による送給装置１は、タンク２から送給方向２３に還元剤管路
７およびインジェクタ８を介して排ガス処理装置３まで還元剤を送給する。タンク２から
の送給は、吸入管１２を介して達成される。タンク２内の通常の充填レベル１１で還元剤
の中に配置されるというような方法で、吸入管１２は配置される。本発明による送給装置
１において、還元剤フィルタ５、ポンプ６および圧力センサ１０は、送給方向２３に還元
剤管路７に沿って直列に配置される。送給装置１は、ポンプ６で、（上流の）吸入ゾーン
１３および（下流の）圧力ゾーン１４に分けられることができる。吸入ゾーン１３におい
て、圧力ゾーン１４において、またはポンプ６のいずれかにおいて、気泡は存在すること
ができる。送給装置１は、コントローラ２４によって制御される。コントローラ２４は、
本発明による方法を実施するために設けられる。本発明による方法は、コントローラ２４
に格納されるソフトウェアの形態で実行することができる。コントローラ２４は、少なく
ともポンプ６、圧力センサ１０およびインジェクタ８から送給装置１の状態上の情報を得
て、適切な場合、これらのコンポーネントを制御するために、これらのコンポーネントに
接続している。
【００３７】
　図２は、この種の送給装置において使われてよい種類のポンプ６を示す。この種のポン
プ６は、ポンプチャンバ１７を有する。そしてそれは、ドライブ１９によって駆動される
。そしてそれは、往復移動ピストンとして通常実施される。ドライブ１９の駆動力をポン
プチャンバ１７へ伝達するために、伝達流体の形態の伝達媒体１８およびダイアフラム１
５は、通常設けられる。この構造によって、ポンプチャンバ１７内に含まれる還元剤とド
ライブ１９との間の直接接触を回避することは、可能である。特に、還元剤が非常に腐食
性であり、ドライブ１９に損害を与える虞があるので、これは有利である。ポンプ６の送
給方向を定めるために、前記ポンプはバルブ１６を備える。そしてそれは、流れの方向に
おいてポンプチャンバ１７の上流側および下流側に配置される。
【００３８】
　図３において、本発明による方法は、方法ステップａ）、ｂ）、ｃ）およびｉ）、ｉｉ
）、ｉｉｉ）を含む線図として示される。概して、方法は、方法スタート２２で開始する
。しかしながら、方法は、線図の他の任意のポイントで開始することもできる。規則的な
作動モードにおいて、方法ステップａ）、ｂ）、ｃ）（のみ）は、通常実施される。方法
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ステップａ）は、本発明による方法にとって必要な努力を減らすために迂回されることも
できる。送給装置のポンプとインジェクタとの間の気泡の存在がイベント・チェック２０
において検出される場合、方法ステップｉ）、ｉｉ）、ｉｉｉ）を含む空気除去手順２１
は開始されることができる。オプションとして、空気除去手順２１は、数回繰り返される
ことができる。
【００３９】
　本発明による方法によって、内燃機関の排ガス処理装置に還元剤を供給するための特に
経済的でかつ単純な方法の装置を構成することは、可能である。これは、本発明による方
法の実施において、そして、特に空気除去手順中に、還元剤の付加的な損失から生じる不
利な点をはるかに上回る。還元剤にとって送給装置からの空気除去を必要とする状況はめ
ったに発生しない。そして、その発生は、追加的な対策によってさらに減少することがあ
りえる。さらに、送給装置は、非常に小さい全容積を概して有する。空気除去のせいで失
われる還元剤の量は、全容積によって制限される。送給装置の全容積に対応する量の還元
剤が送給装置によって送給される場合、これはまた、送給装置においてもはやいかなる還
元剤もないことを確実にする。この方法は、したがって、空気除去中の還元剤の損失が送
給装置の全容積よりも決して大きくないというように、作動されることができる。
【００４０】
　乗用車両における本発明による方法のための送給装置は、１５０ｍｌ［ミリリットル］
未満の、そして実際に好ましくは１００ｍｌ未満の全容積を都合よく有する。これは、個
々のコンポーネント（例えば吸入管、ポンプ、フィルタ、センサおよびバルブ）を有する
送給ユニット自体、およびインジェクタまでのそしてそれを含む接続ライン部（ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｎｇ　ｌｉｎｅ　ｓｅｃｔｉｏｎ）、の両方を含む。これは、したがって、タン
クにまたは排ガス処理装置に属さない液体還元剤で満たされる全容積に関連する。この見
方から、トラックにおいて提案される方法のための送給装置は、３５０ｍｌ未満の、好ま
しくは３００ｍｌ未満の全容積を有する。この容積の大部分は、送給ユニットのコンポー
ネントからインジェクタまでの接続ライン部によって占められる。この接続ライン部の長
さおよびそれ故容積は、自動車両における送給ユニットの位置、および自動車両における
送給ユニットと排ガス処理装置との間の距離に依存する。接続ライン部は、長さが好まし
くは４ｍ［メートル］未満であり、３．５ｍｍ［ミリメートル］未満の流れを通す直径を
有する。
【００４１】
　限られた容積のせいで、説明される利点と本発明による方法によって可能にされるより
単純な構造とのバランスを保つときに、空気除去中に排ガスへと入る還元剤の量は受け入
れ可能である。
【００４２】
　本発明による方法はまた、排ガス処理装置に直接還元剤を送給しないが、しかし、還元
剤が最初に混合チャンバにのみ送給される送給装置にも適している。この混合チャンバに
おいて、還元剤は、最初にガス（例えば圧縮空気）と混合される。ガスおよび還元剤の混
合物は、それから排ガス処理装置に供給される。この種の送給装置において、混合チャン
バが排ガス処理装置で直接配置される必要がなくて、しかしその代わりに、混合チャンバ
から排ガス処理装置への付加的な接続ラインが設けられていることができるので、送給ユ
ニットから混合チャンバ内へのインジェクタへの接続ライン部は、かなり短くされること
ができる。この種の送給装置において、全容積が９０ｍｌ未満であり、そして実際好まし
くは３０ｍｌ未満であることは、したがって、可能である。例えば、全容積は、５ｍｌ～
２５ｍｌにある。混合チャンバおよび混合チャンバから排ガス処理装置へのラインは、こ
の場合含まれない。
【符号の説明】
【００４３】
　１…送給装置
　２…タンク
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　３…排ガス処理装置
　４…自動車両
　５…還元剤フィルタ
　６…ポンプ
　７…還元剤ライン
　８…インジェクタ
　９…内燃機関
　１０…圧力センサ
　１１…充填レベル
　１２…吸入管
　１３…吸入ゾーン
　１４…圧力ゾーン
　１５…ダイアフラム
　１６…バルブ
　１７…ポンプチャンバ
　１８…伝達媒体
　１９…ドライブ
　２０…イベント・チェック
　２１…空気除去手順
　２２…方法スタート
　２３…送給方向
　２４…コントローラ

【図１】

【図２】

【図３】
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